






































































































































































































































































































































く風の音ぞ聞こゆるJ（後拾遺・秋上 ・319・徽子女王／斎宮女御集 ・15・初句「秋の日の」） とい
じ 舎かんず〈はらわた
う歌について、上下の部分がそれぞれ白楽天の 「大抵四時心総べて苦しきも、 就中腸の断つ
じんゃうかうとう かく 小弓えふてきくわ しつしつ











（新古今 ・恋三・1190・藤原道経）という 2首が挙げられる。待つ甲斐が無く、夕暮の 「露」 に涙
が象徴されている。
8）森博行 「貌・ 普詩における 『夕日Jについて」（「中国文学報」第25冊、 1975）は 『玉台新詠J巻
かし・てい

















郭南燕氏は、結論において、八代集を 「諦め」の心情を歌い 「悲哀 ・絶望感」が高いものと断じてい
るが、むしろ諦め切れていないからこそ 「絶望感」 が高いのではないか。『源氏物語jに生霊の例も見
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られるが、こうした判断を下すためには様々な視点からのアプローチが必要なのではないかと尋ね、発
表者は、あくまでも中国間怨詩との比較による結果であり、ひとつの「傾向Jに過ぎない、と答えた。
松村雄二氏は、その「傾向」の違いを明確にするためにはさらに検討の余地があるだろう、たとえ
ば民族性や歴史性なとマの違いへと収束させるのか、あるいは表現としての差異性を突き詰めるのか、和
語と漢語の位相の違いはどうするのかなど、より具体的な考察が必要で、あろう、と提案した。
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